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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、外来で化学療法を受ける
大腸がん患者に出現する末梢神経障害症状
を主観的、客観的に測定し、日常生活行動障
害、心理・社会的な影響から明らかにする。
そして身体・機能面、心理面、社会面（日常
生活）から的確に捉えるためのアセスメント
指標を作成し、包括的なケアが提供できるよ
うなモデルを開発することである。 

具体的目標は以下の通りである。 
１）神経障害が身体・心理・社会面に与える

影響を自覚的、他覚的に明らかにする。 
① 心理・社会面に与える影響をヒヤリン

グにより調査する 
② 自己モニタリングにより症状の障害

程度と日常生活行動調査をする 
③ 身体症状への影響を神経学的・理学的

に測定する 
２）暫定版アセスメント指標を作成し、身
体・心理・社会面に与える影響を調査する 

３）確立したアセスメント指標を用い、チー
ムで予防、緩和方法を検討し、患者の主体
性を重視した包括的なケアモデルの開発 
 

２．研究の進捗状況 
１）目標を達成するために、末梢神経障害が

日常生活に与える影響とその対処、および
しびれにより生じる感情へ与える影響に
関する体験を調査した。 
その結果、末梢神経障害を表現する言葉

は、「びりびり、びりっ」など電気が走る
感じの言葉や、感覚が鈍い感じ、力が入ら
ないなど表現が多様である。暫定版アセス
メント指標では「末梢神経障害」「しびれ」

に追加し症状の出現を把握する必要が示
唆された。 

２）日常生活への支障は、家事の制限、細か
い作業の制限、基本的ニーズの不満足、活
動性や楽しみの縮小が多くなっていた。
100mm の VAS で評価した日常生活への支障
の程度は０－89mmに分布し、平均 32.8mm、
特に細かい作業のボタンかけ、文字をかく
ことに支障を感じていた。心理・社会面に
与える影響をアセスメント指標として網
羅することが不可欠である。 

３）．セルフモニタリング記録から末梢神経
障害を分析した結果、81%が症状に気づく
ことができセルフモニタリングはアセス
メントに活用できることが示唆された。 
また、がん患者は「繰り返すしびれに向

き合う体験」「変化するしびれの対処を模
索し生活の調和をとる体験」のプロセスを
踏み、セルフマネジメントを行う自信を獲
得しており、急性の末梢神経障害のマネジ
メントが難治性の末梢神経障害のマネジ
メントにも影響するため、急性の末梢神経
障害への対処もアセスメント指標として
有用である。 

４）.末梢神経障害および FOLFOX 治療による
末梢神経障害に関する国内外の文献から
アセスメント指標を収集し、研究に用いる
指標を明らかにした。 
以上から暫定版アセスメント指標を作

成し、身体（神経学的・理学的）測定と併
せてデータを蓄積している。 
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３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている 
暫定版アセスメント指標をもとに、データを
収集する予定であったが、治療レジメの変更
により、対象者の選定に支障が生じ、開始時
期が遅くなり、末梢神経障害に関する研究デ
ータの集積と解析が遅くなっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

暫定版アセスメント指標を作成し、身体
（神経学的・理学的）測定と併せてデータを
蓄積している。データ蓄積が 30 例に達した
時点で、日常の診療、生活障害や心理・社会
的影響も把握できる簡便的で有用なアセス
メント指標をさらに精選し、患者の主体性を
重視した包括的なケアモデルの開発へと進
めていきたいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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